
新たなまちづくりへの挑戦
－ローカルイノベーターたちが地域を救う！－

和歌山県田辺市企画部たなべ営業室
鍋屋安則

20190311まち・ひと・しごと創生本部「人材・組織の育成及び関係人口に関する検討会」資料
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本日、お伝えしたいこと

②地域を担う人材を発掘

③修了生から生まれたローカルイノベーション

①地域発イノベーションの創出
（第二創業支援・CSV⇒持続可能な地域づくりへ）

3．持続可能な取組に向けて（今後の施策の方向性）

2．まとめ（他地域に展開する際の課題）

１．大学と市との連携による取り組み紹介
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・人口は約75,000人

・和歌山県域の１/4

和歌山県田辺市
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＜田辺市の地域資源①＞

世界遺産「熊野古道」
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＜田辺市の地域資源②＞

温暖な気候を生かした農産品

・南高梅に代表される紀州梅の大産地
（全国の約６割が和歌山県産）

・江戸時代から続く伝統を継承

・「みなべ・田辺の梅システム」が
世界農業遺産に登録

・年間を通じて約80種類もの柑橘が収
穫できる

・ほどよい甘みと酸味が特徴

＜梅＞

＜柑橘＞
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全国平均よりも早いスピードで進む人口減少

人口減少が進むと田辺市はどうなるか？

（出所）総務省「平成22年国勢調査」
国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」（平成25年３月推計）

6



メッシュ別の将来人口（2050年／2010年）

（出所）国土交通省「国土のグランドデザイン2050」
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内需に依存した経済構造、人口減少の影響が直撃

（出所）和歌山県「平成23年度市町村民経済計算」より作成
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世界遺産登録10周年、合併10周年など
大きな節目をチャンスにしたい！

平成26年４月にたなべ営業室を創設し、
「価値創造プロジェクト」始動へ

・＜取組①＞首都圏を中心としたプロモーション

・＜取組②＞戦略ビジョン・戦略プランの策定

専門部署の設置（縦割れ行政、しがらみからの脱却）
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H20～21  富山大学にて試行実験／プログラム開発

H23～ 魚津市へノウハウ移転（H21～22職員研修⇒H23協定）

H26～ 高岡市へノウハウ移転（H25協議スタート⇒H25協定）
＜H29～ 高岡市⇒呉西圏域連携中核都市圏６市＞

地域経済活性化の現場で活躍する
富山大学地域連携推進機構 金岡省吾教授 に協力依頼

実践的なノウハウを持つ富山大学との連携

里山・山間部＜地域資源活用型＞

都市部＜地域課題解決型＞

市職員の人材育成も（コンサルタントへの丸投げではなく、自分で考えて行動する！）
・社会情勢
・国の動向（国土形成計画、地方創生…）
・全国の事例
・魚津市、高岡市でのノウハウ

H26～27 田辺市へノウハウ移転（戦略ビジョン・プラン策定）
▶県外自治体であっても大学や他地域への波及が見込める

魚津市＋高岡市ハイブリッド型
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地域が生き残るためには、
地域で「稼ぐ」プレーヤーが必要

●外部人材に頼るのではなく、
地域企業の第二創業支援（30～40歳代、意欲のある二代目…）

●本業を生かし、地域課題をビジネスで解決する
（CSV、ソーシャルビジネス…）

国土形成計画・地方創生を現場で実践！

持続可能な地域づくりへ
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魚津三太郎塾
■1～6期52名もの修了生を輩出
■提案事業実行率 ⇒ 61.5％

たかおか共創ビジネス研究所
⇒とやま呉西圏域共創ビジネス研究所へ

■1～3期27名もの修了生を輩出
■提案事業実行率 ⇒ 70.3％

県を越えて、魚津⇒高岡⇒田辺へ ノウハウ移転
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田辺市と富山大学地域連携推進機構が
「人材育成の連携に関する覚書」を締結

田辺市より共同研究員として職員１名を派遣し、具体化へ

（平成28年１月）
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田辺市と日本政策金融公庫との協定締結

・たなべ未来創造塾の運営に対する全面的な支援
（カリキュラム作成、講師選定、塾生推薦…）

・積極的な融資支援（無担保・無保証での融資） 14



近畿財務局和歌山財務事務所が支援

・数回にわたる塾への出席、意見交換
・優良事例として発信
・地元金融機関への指導、意見交換会の実施
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「産学官金」が一体となった運営体制の構築
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たなべ未来創造塾
▼第３期修了式
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・30歳代を中心とした地域を担う異業種を選抜（MAX12名）
（地方では自ら手を挙げない、テーマを絞りすぎると集まらない）

・それぞれが連携することを念頭に置いた人選

家具屋 介護福祉士 農業

イタリアン

特産品販売 デザイナー 工務店

旅館業

酒屋卸 建材屋 新聞記者

梅加工業

１期生

工務店 養鶏 CGパース＋木工

育林業 表具店 自動車販売

土地家屋調査士 薬局 イタリアン

一級建築士 塾講師 農業

居酒屋 介護福祉士 うなぎ屋

農業携帯ショップ

リトミック教室鮮魚店

ホテル

フレンチコーヒー卸 看板店

２期生 ３期生
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「地域活性化論」
～小さな拠点、新たな公、ＣＳＶ～

富山大学地域連携戦略室
金岡 省吾 教授

「超高齢社会ビジネス」
～生活支援市場を展望する～
三菱UFJリサーチ＆コンサルティング
岩名 礼介 氏

事例「津屋崎ブランチ」
～空き家再生・移住支援・起業塾～

津屋崎ブランチ
山口 覚 氏

「世界遺産の活用」
～世界遺産の価値をビジネスに～

田辺市熊野ツーリズムビューロー
多田 稔子 氏

事例「熊野米プロジェクト」
～地域課題・地域資源をビジネスに～

(株)たがみ
田上 雅人 氏

田辺市の実情にあった実践者や専門家を招聘

「データから見る地方創生」
～地域課題と地域活性化とは～

(株)日本能率協会総合研究所
塩見 一三男 氏

市外講師 市内講師
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(1)講義＋ディスカッション（３時間）
・新たな地域活性化論とは（CSV、ソーシャルビジネス、クラスター…）
・田辺市の地域課題とは（地方創生…）
・ケーススタディ

(2)演習〈4コマ〉（ビジネスプランの構築）

全14回

・従来の講演会形式ではなく、ディスカッションを
通じて塾生自らが考える

・田辺のことを知る（地域課題・地域資源は何か）

・実践者どのようにビジネスを創出したのか
いきさつ・考え方を知る

カリキュラム構成
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修了式

商工会議所・商工会

田辺市長 富大副学長

神島高校 高校生の視点からのビジネスプラン発表

日本政策金融公庫
創業センター所長

日本政策金融公庫
支店長

紀陽銀行
支店長

副市長
事務局補佐
デザイナー 講師・DMO会長

講師・米屋

高校教諭 高岡市

魚津市 講師

三太郎塾専門家

金融機関、講師、高校生、地元企業、実践者…約90名が出席
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修了式
■塾生による最終プレゼンテーション

■ビジネスプランのポイント
・地域課題と企業課題を同時に解決しているか
・自社や地域の強みを生かしているか

⇒他にはマネのできない、地域に根差したビジネスに
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(株)中村工務店 中村 文雄（１期生）
(株)横田 横田 圭亮（１期生）

交流人口と定住人口、地域住民をエンゲージメント
－theＣＵＥ（ゲストハウス＋シェアハウス＋カフェバー）－
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岡本農園 岡本 和宜（１期生）

自分たちの畑は自分たちで守る。若手農家で「チームHINATA」結成
－「獲る⇒解体⇒食べる」まで取り組むことで地域課題が地域資源へ－
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CONSERVA 金丸 知弘（１期生）
東京から龍神村へ移住。地域のサードプレイスへ

－Café、瓶詰食品工房、パン屋を開業－
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焼きたてぱんD’oh 淺賀由貴乃（２期生）

田辺を好きになるパン屋「焼きたてぱんD’oh！」を開業
－同期生とコラボした「地域コラボぱん」など－

26



人がつながった新名物「ジビエバーガー」

theＣＵＥ
CONSERVA

チームHINATA

Ｄ
‘
ｏ
ｈ
！
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ColoGraphical 竹林 陽子（１期生）
(有)榎本家具店 榎本 将明（１期生）
(株)中川 中川 雅也（２期生）

虫食い材（あかね材）に光を！「BokuMoku」プロジェクト
－地域内で入口～出口まで木材に関わる事業所が集結－
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実行率＝70％超（17/24 １～２期）

※一部のみの掲載
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(株)紀伊民報 喜田 義人（１期生）

「産学官金」＋「言」
地域への発信力が大きい地方紙との連携
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塾生それぞれが新たな一歩を踏み出した

もし、10年継続できれば…
年10名×10年×50％＝50のプロジェクト！

大きな一つのプロジェクトよりも
地域に根差したスモールビジネスを数多く創出
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神島高校 × たなべ未来創造塾修了生
たなべ未来創造塾修了生が

木の国わかやまプロジェクトに協力

１期生
榎本将明 (有)榎本家具店

２期生
石山登啓 (株)高垣工務店

２期生
中川雅也 (株)中川
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4,359件のエントリー ⇒ ベスト20入り！

第６回 高校生ビジネスプラングランプリ
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大学生 × たなべ未来創造塾修了生
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富山大 × たなべ未来創造塾 × 魚津三太郎塾
× 南砺市 × とやま呉西圏域共創ビジネス研究所

・富山大COC+地域志向科目「富山の地域づくり」
・富山大学芸術文化学部「地域再生論」
・魚津三太郎塾
・とやま呉西圏域共創ビジネス研究所
・南砺市みんなの住民自治創生セミナー
・イノベーションネットアワード受賞事例にもとづ

く地域イノベーション手法研究会in新潟
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たなコトアカデミー × たなべ未来創造塾
首都圏関係人口連続講座
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地域で“輝く”人材を多く輩出することで…

たなべ
未来創造塾
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関わりたいと思う人が増え、
人がつながり、点から線へ、そして面へ

たなべ
未来創造塾

魚津三太郎塾

首都圏在住者
（たなコト）

高校生大学生

小学生

移住希望者

若手事業者

とやま呉西
圏域共創研
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本日、お伝えしたいこと

②地域を担う人材を発掘

③修了生から生まれたローカルイノベーション

①地域発イノベーションの創出
（第二創業支援・CSV⇒持続可能な地域づくりへ）

3．持続可能な取組に向けて（今後の施策の方向性）

2．まとめ（他地域に展開する際の課題）

１．大学と市との連携による取り組み紹介
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まとめ（他地域に展開する際の課題）

・CSRからCSVへ ⇒動き出すシステムづくり、価値連鎖、共通価値
（ボランティアだけでは持続しない、地域課題の解決とビジネスの両立）

・自治体内に専門部署を設置（トップダウン・しがらみのなさ）
・実践的なノウハウを持つ大学との連携（社会情勢・国の動向・事例…）
・自治体職員は、自ら考え、動かし、寄り添う（コンサルタントへの丸投げ✖）
・ＫＰＩ設定 ⇒学ぶだけでなく、50％以上動かす
・意欲的で行動力のある次の地域のリーダーをいかに集められるか

（30～40歳代、二代目…） ⇒50名候補者リストアップ
・段階的に学ぶ実践的なカリキュラム

（コンセプトを創る、収支計画はその後金融機関とブラッシュアップ）
・地域の中で“輝く”人材を創る（関わりたいという人が増える）
・まずは小さく早くスタートさせる
・金融機関との連携（金融機関が塾生紹介、目利き、融資に直結）
・「言」との連携（地方紙の発信力は地方では最強）
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本日、お伝えしたいこと

②地域を担う人材を発掘

③修了生から生まれたローカルイノベーション

①地域発イノベーションの創出
（第二創業支援・CSV⇒持続可能な地域づくりへ）

3．持続可能な取組に向けて（今後の施策の方向性）

2．まとめ（他地域に展開する際の課題）

１．大学と市との連携による取り組み紹介
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中間支援組織の必要性（地域のシンクタンク機能）
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＜課題＞
・コンサルタント、コーディネートができる人材の育成
・活動を継続させていくために、収益をどう確保するか
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出典：国土交通省HP http://www.mlit.go.jp/common/001190302.pdf

人口減少が引き起こす都市部
（地方都市が抱える地域課題解決）

里山・山間部の課題解決
（地域資源を守り・育み×活用

中間支援組織を作ることで
人材育成＋関係人口による次なる政策づくりへ・・
ソフト⇒ハード（課題解決PPP・地域再生の核となる拠点…）＋ソフト
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自分たちが住む地域は
自分たちで変えよう！
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